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大
谷
大
学
生
　
願
生
新
聞
に
大
学
の
先
生
が
言
っ

て
い
た
こ
と
が
載
っ
て
い
た
の
に
驚
い
た
。『
仏

教
は
信
心
を
強
制
し
な
い
』
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
る
。

住
職
の
声

信
仰
の
深
さ
を
示
す
の
は
、
絶
対
者

へ
の
服
従
で
は
な
い
の
で
す
。
仏
法
は
、
自
分

自
身
の
も
っ
て
い
る
め
ざ
め

．
．
．

の
歩
み
を
尊
ぶ
の
で

す
。

大
谷
大
学
生

絶
対
者
の
服
従

ふ
く
じ
ゅ
う

と
は
具
体
的
に
何

で
す
か

住
職
の
声
　
服
従
は
、
他
人
の
意
志
や
命
令
に

従
う
こ
と
で
す
が
、
捨
命
、
捨
財
、
捨
身
を
も
っ

て
従
う
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
場
合
の
捨
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

nik. sipati

ニ
ク
シ
パ
テ
ィ

捨
て
る
で
す
が
、
聖
徳
太
子
が
勝
鬘
経

義
疏
を
講
話
し
た
時
、
摂
受
正
法
の
中
で
は
身

命
財
を
捨
て
る
心
で
の
捨
はty

-aga

ト
ィ
ヤ
ー
ガ

で
摂
受
正
法

と
教
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

摂
受
はparigraha

パ

リ

グ

ラ

ハ

取
得
・
獲
得
、
漢
訳
は
摂
受

お
さ
め
う
け
た
ま
へ
と
な
り
（
真
聖
５
の
42
）

お
さ
め
る
（
成
果
を
あ
げ
る
、
う
け
と
る
）

仏
菩
薩
の
慈
悲
の
心
を
以
て
衆
生
を
う
け
お
さ
め

守
ら
せ
る
事
（
稲
津
先
生
訳
）

所
摂
（
摂
受
さ
れ
る
）
の
正
法
と
能
摂
（
摂
受
す

る
）
の
は
た
ら
き
の
二
面
に
分
析
し
、
能
摂
に
つ

い
て
「
心
」
を
出
し
、
そ
の
心
が
得
ら
れ
る
八
地

以
上
と
す
る
。
勝
鬘
経
義
疏
P
33

捨ty -aga
の
心
は
菩
薩
の
慈
・
悲
・
喜
・
捨
の
四

無
量
心

catvary

チ
ャ
ト
バ
リ

（
四
）apram

ananani
ア

プ

ラ

マ

ナ

ナ

ニ

（
無
量
）

＝
四
つ
の
は
か
り
し
れ
な
い
利
他
の
心

慈
　m

aitri

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト,

m
ett

パ
ー
リ
語a -

有
愛
の
心

慈
無
量
　
衆
生
に
楽
を
与
え
る
こ
と
が
無
量

悲
　karun. a -

他
者
の
苦
し
み
に
対
す
る
同
情

悲
無
量
　
衆
生
の
苦
を
救
抜
す
る
こ
と
が
無
量

喜
　m

udita -

他
者
を
幸
福
に
す
る
喜
び

喜
無
量
　
衆
生
に
楽
が
あ
る
の
を
ね
た
ま
な
い
こ

と
が
無
量

捨
　upeksa -

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

,
upek

パ
ー
リ
語kha -

す
べ
て
の
と
ら
わ
れ
を
捨
て
る
こ
と
を
無
量
に
起

こ
し
、
無
量
の
ひ
と
び
と
を
さ
と
り
導
く
こ
と

（
中
村
元
）

捨
無
量
　
怨
親
な
ど
の
差
別
の
相
を
捨
て
て
、
平

等
に
利
す
る
こ
と
が
無
量
な
こ
と
。

簡
単
に
言
う
と
、
慈
（
い
つ
く
し
み
）、
悲
（
あ

わ
れ
み
）、
喜
（
よ
ろ
こ
び
）、
捨
（
平
ら
な
心
）。
後

の
解
釈
に
よ
る
と
、
禅
定
に
よ
っ
て
修
得
す
べ

き
利
他
の
心
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
衆
生
に

無
量
の
福
を
も
た
ら
し
、
自
ら
も
梵
天
の
世
界

に
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
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解
釈
例
　
楽
を
与
え
、
苦
を
抜
き
、
法
を
喜
び
、

財
を
捨
て
る
こ
と
、
大
い
な
る
安
ら
ぎ

稲
津
紀
三
先
生
訳

大
喜
大
捨
こ
れ
を
仏
性
と
な
す
　
涅
槃
経

捨
の
心
、
摂
受
正
法
の
心
と
さ
れ
る
　
勝
鬘
経

義
疏
P
52

捨
に
は
、
捨
命
、
捨
財
、
捨
身
を
強

制
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
四
無
量
心
を
身
に
つ

三
寶
寺
掲
示
板
　
九
月

い
か
な
る

昨
日
よ
り

今
日
が
尊

と
う
と
い

No matter what
yesterday was,
today is what is
precious.

サルナートの根本香堂
釈尊の居室跡と伝えられる
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集 なぜ仏陀は出家したのか


